
 

 

 

地域住民の作成による水害手作りハザードマップを活用した 

大雨避難行動訓練の実施について 

 

１ 趣 旨 

  水害手作りハザードマップ（以下、ハザードマップ）は、水害発生時に迅速かつ

安全に避難行動が可能となることを目的に、水害を自らの問題ととらえ、地域住民

が主体となり作成した地図です。 

  ハザードマップ作成の対象地域は、大田川流域内の過去に浸水被害があった５地

区のコミュニティで、現在までに３地区が作成を行い、昨年度は、明倫コミュニテ

ィが作成しました（別添１）。作成したハザードマップについては、各コミュニテ

ィで配布され、現在は、各地区の市民館や公民館で配布しています。既に作成した

コミュニティ及び配布場所については下表のとおりで、今後は、大田コミュニティ

及び平洲コミュニティでも作成する予定です。 

 

作成年度 地区 配布場所 

令和元年度（２０１９年度） 加木屋コミュニティ 加木屋市民館 

令和２年度（２０２０年度） 船島コミュニティ 船島市民館 

令和３年度（２０２１年度） 明倫コミュニティ 富田公民館 

 

  また、今年度の６月に、作成したハザードマップを基にした大雨避難行動訓練を

明倫コミュニティ及び加木屋コミュニティで実施します。なお、船島コミュニティ

は、秋に実施する予定です。 

 

２ 背 景 

  市では、平成２８年（２０１６年）２月に国の支援制度である「１００ｍｍ/ｈ安

心プラン」に登録された「東海市大田川流域における浸水対策推進プラン」（別紙

１）を計画期間１０年間（平成２８年度（２０１６年度）から令和７年度（２０２

５年度）まで）として進めています。ハザードマップの作成は推進プランの取組内

容の一つである「コミュニティが主体となった避難行動計画の策定」の基となるも

のです。 
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３ 訓練内容 

  明倫コミュニティ 

  ア 日 時：令和４年（２０２２年）６月１１日（土） 

        午前９時から午後０時３０分まで 

  イ 場 所：富田公民館（体育館）及び二級河川渡内川周辺地区 

  ウ 参加者：明倫コミュニティの地域住民 

  エ 内 容：作成したハザードマップを基に、危険個所、避難経路、避難場所を

確認しながら、まち歩きを行う。まち歩きを行って体験した自らが

住む地域の災害リスクを予測するとともに、各個人の避難行動計画

となる、マイタイムラインを作成する。 

  加木屋コミュニティ（市主催の水防訓練（別紙２）との合同訓練） 

  ア 日 時：令和４年（２０２２年）６月１９日（日） 

        午前９時３０分から午前１１時まで 

  イ 場 所：東海消防署南出張所及び二級河川大田川周辺地区 

  ウ 参加者：加木屋コミュニティの地域住民 

  エ 内 容：市が主催する水防訓練と合同で、ハザードマップ（別添２）を基に、

まち歩きを行う。 

 



 

 

 

[計画名称] 東海市大田川流域における浸水対策推進プラン 【愛知県東海市】

○流域内の市街化の進展など土地利用の変化により、雨水が河川へ流れ込みやすくなり、流域

から河川への雨水の流出量が増加。

○流域内の市街地は周辺と比べ地盤が低く、計画を越える規模の降雨においては地盤の低い

箇所の排水が行えず、内水被害が発生。

大田川流域浸水対策協議会

取組内容

○愛知県東海市の中央部に位置する大田川流域では近年多発する局地的豪雨により、浸水被害

が生じている。

○直近では平成21年10月台風18号（86mm/h）により大田川流域において床上浸水37戸、床下浸

水51戸の浸水被害が発生した。

○愛知県において時間雨量50mm以上の発生回数は以下のとおりである。

・S50～H6の20年間での発生回数：29回

・H7～H26の20年間での発生回数：51回

時間雨量50mm以上の発生回数が増加傾向

○市街化の進展により流出量が増加

・流域内の市街化率

S46年:22％→H3年:48％→H21年:58％

〇河川・下水の法定計画

・河川（整備計画 W=1/5）、下水道（雨水：事業計画 W=1/5）

⇒頻発する局地的豪雨に対して早急な治水対策が急務

○浸水対策推進プランで対象とする降雨 平成21年10月台風18号 最大時間雨量86mm

流域の概要

⇒流域の関係機関が一体となりﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄの治水対策を効果的に組み合わせ推進する必要がある

浸水対策推進プラン対策箇所図

愛知県東海市

大田川流域

浸水被害の主な要因

対象とする降雨に対して、床上・床下浸水被害の低減及び浸水エリア
の縮小を図る。

取組の効果

下水道（管渠整備）
L=1,420m

平成21年10月 台風18号浸水範囲

床上浸水37、床下浸水51戸（大田川流域全体）

流域対策（貯留施設整備）

V=3,600㎥

黒字：実施中項目

赤字：新規項目

河川（河道掘削等）
L=1,880m

①
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○

東海雨量観測所 下水道（貯留施設整備）

V=4,300㎥

◎

東海市役所

大田川流域の総合的な治水対策について、愛知県・東海市・地域住民・地元民間企業等

からなる「大田川流域浸水対策協議会」で検討し、関係機関が対策を実施

と う か い お お た が わ

愛知県内気象観測所における時間雨量50mm以上の発生回数
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町内会、加木屋水利協同組合
企業 新日鐵住金(株)名古屋製鐵所、知多ﾒﾃﾞｨｱｽﾈｯﾄﾜｰｸ(株)

法定計画等に基づく河川・下水道の整備による浸水対策 効　果 事業主体

　・河川事業（二級河川大田川水系河川整備計画）　河道掘削等 安全に雨水を流下させる 愛知県

　・下水道事業（東海市公共下水道事業計画)　 姫島公園調整池、雨水管渠整備 地表面の水を速やかに排除する 東海市

分散型貯留浸透施設等による流域対策 効　果 事業主体

　・流域貯留施設の整備（木之下地区調整池） 地表面の水を速やかに排除する 東海市

　・市とため池管理団体が協定を締結し、大雨時に水位調整を実施 ソフト対策による被害軽減 東海市、ため池管理団体

危険情報周知の対策 効　果 事業主体

　・ホームページ・ＣＡＴＶを利用した雨量、河川水位情報、河川カメラの画像等を提供 東海市

　・緊急速報メールにより雨量や水位等の情報を配信 東海市

　・危険箇所を記したハザードマップを全戸に配布 東海市

　・浸水実績表示板及び量水板を設置 東海市

　・姫島公園調整池に水位計を設置 東海市

　・河川監視カメラ・サイレンを設置（富木島町地区） 東海市

地域における水防活動強化の取組 効　果 事業主体

　・地域住民が主体となり、地域コミュニティ毎に水防訓練を実施　（防災訓練は実施中） ソフト対策による被害軽減 住民（ｺﾐｭﾆﾃｨ）

まちづくりや住民(団体)、民間企業等における水害対策への取組 効　果 事業主体

　・土嚢の無料配布を実施 東海市

　・市土木課管理の道路・水路の清掃活動を実施 住民（ｺﾐｭﾆﾃｨ）

　・東海市内の住宅などを対象に、雨水貯留浸透施設の設置に際して補助 東海市

　・浸水区域内における浸水対策改修等工事を行う者に対して補助 東海市

　・浸水地区における建築確認相談時に嵩上げ指導を実施 東海市

　・コミュニティが主体となった避難行動計画の策定 住民（ｺﾐｭﾆﾃｨ）

　・出水期前に道路側溝、水路の合同点検を実施 東海市

　・防災ＦＭ放送を利用した浸水危険情報の発信を実施 東海市

　・水防訓練等へ地元企業が参加・協力 住民（ｺﾐｭﾆﾃｨ）

ソフト対策による被害軽減

ソフト対策による被害軽減

日本製鉄（株）名古屋製鉄所、知多ﾒﾃﾞｨｱｽﾈｯﾄﾜｰｸ（株） 

別紙１ 



 

令和４年度東海市水防訓練実施計画 

１ 目的 

  水防法（昭和２４年法律第１９３号）に基づき、東海市防災訓練の一環として、

大田川流域を対象に水防訓練を実施し、水害に対する警戒意識の向上を図るともに、

大雨時等の越水対策及び情報伝達を主体した訓練を行うものである。 

２ 実施日時 

  令和４年（２０２２年）６月１９日（日） 

午前９時３０分から午前１１時まで 

３ 実施場所 

  東海市消防署南出張所：水防本部 

  加木屋町地内大田川河川区域：越水対策訓練会場 

  加木屋コミュニティ地区：避難行動訓練 

４ 参加者（関係協力機関等を含む。）   合計２５８名（予定） 

  市役所職員、消防本部、消防団員、防火協力会、大田川流域浸水対策協議会、

東海市防災活動協力業者協会、東海ドローン協会 

５ 訓練内容 

  シート張り工法による洗掘対策訓練及び改良積み土のう工法による越水対策訓練 

 巡視警戒要員及び本部の情報伝達演習訓練 

※情報伝達演習訓練は、大田川流域浸水対策協議会のメンバーの内、事前に登

録したメールアドレスに、メールを送信する。 

 大雨避難行動訓練 

   ※加木屋コミュニティが水害手作りハザードマップを活用したまち歩きを行う。 

 ドローン空撮による情報収集訓練 

  ※当日の天候により中止する場合があります。 
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